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1．新規に、材料力学、熱力学、機械力学、制御工学に関する実験実習を立
ち上げた。
2．実験実習において実用例を示しながら説明した。またレポート指導を通し
て結果の客観的な分析力と主観的な考察力を向上させた。
3．卒研・ゼミ指導において、毎週研究会を実施し、研究の進め方を習得させ
た。

1．新たな免震性能の評価基準として、入力地震動の最大速度を基準とする
方法について検討し、従来の最大加速度を基準とする方法よりも適している
ことを解析によって示した。

1．日本振動技術協会 出版・広報委員
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